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第2表 年令別 ･性別 ･食品群別 ･摂取量のめやす

のl魚･肉･卵F'=aB･iJ＼魚摩 貯 l響

の面で工夫をし,消化し易いようにして食べたいもの

です｡

4. 脂肪はなるべく植物油のかたちで摂りましょう｡

老人の場合消化徹の中では脂肪に対する消化酵素が衰

えるので,油っこいものはある程度控えめにしたいも

のです｡

5. 食塩のとりすぎはさけましよう｡昧党の中では老人

でもすっぱいもの,苦いものは比較的よくわかります

が,辛いものに対する感覚が にぶるといわれて いま

す.したがってつい塩辛いものを多く食べがちですか

ら,注意しなければなりません｡

6. 水分は充分とること｡年をとるとのどのかわきを感
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じることがにぷくなるため水分のとり刀が不足しやす

いので注意しましょう｡

7. 白米をたべると桁命になるというのではなく,白米

な食べすぎ,副食の摂板をおこたる串が想いのですか

ら,主食はひかえめにしおかず特に野菜軌をたくさん

食べるようにしましょう｡

さて,私共の短日の生肝.では,何事につけてもからだ

が資本で,そのからだを作るのは食物なのです｡家族の

幸福のためにも又社会に役だっためにも矧二lの食生活に

よく気をくはり健康で長生きしたいものです｡

(尚 弘子)

ラン栽培のあ らま し (3)

3.生 態 的 特 性

前号では形態両の特性について大 まかに述べました

が.次は生態面からの性質をまとめてみた い と思いま

す｡

&. 日照及び温度との関係

洋ランは熱帯亜熱帯原産のものが多いので生長商況は

20-30oCの簡園がよく,それ以下になると生長速度がに

ぶってくる｡しかし中にはデンドロビュウム ･ノビル系

く8〉

のような高地原樫のものは熱帯産であっても低氾 (13o

c)で生育する0日便差は他の植物と同じように大きい

万が好ましいようである｡光に対しては特に陽地性のラ

ンでは日焼けを起さない稚機内で十分に与えるへきであ

る｡勿論日よけ過剰のものを急に日なたにさらすと葉に

損傷を与えるのは当然である.一般にgJい光線になれた

葉は皮屑が薄く軟弱で病虫胃に侵されやすく､花つきが

恋い｡逆に強い光線に当てると花の色彩が鮮明になる｡



LltJEげは光紋の碗さと帖l."'lの長さで相関｢仙こきまって

くる.1nII純の以李の光組は廠すぎるV)でtは いが必IR･だ

がしかし上.AT己のjD壮】でi･)汐の柔らかい光には当てた力が

よいと思われるo

植物のLE長にはIj壬理性良と/Ji姉/Ji長があり､それぞれ

興った環13■宜fjSl'トを必Arとするのは当然である0-1舵に栄

讃生長には長日と話7;I.7.がよく生殖生長 (開花)には低WLu

と知日が必紫である.しかし桃Wlによってかなり差があ

り-がいに云う事はできない｡第1表はローター氏によ

って明らかにされた生長と開花に対する日照帖問と滑度

の影響の要約です｡

第1表 生 長 と 開 花 に 対 する 温 度 と 日 長 の 影 響

lJT･ 机

C･カスケリア-ナ

C･ワルセウィッチ

C･ラ ビ 7 - タ

C･モ ツ シ ェ ー

C･パーンバリアーナ

C･ト リ ア ネ -

シ ン ビ ジ ウ ム

D･77レノブシス

D･ノ ピ レ

p･ア マ ヒ リ ス

p･シレリ7-ナ

Pa･インシングネ

Jd 帆 脱 皮

恒 良 l盲 ~ 盲

60 † 55

長 Ll の 影 野

開花をgJめる

知 日 の 影 甥

550で開花を誘う
650で年長な刺激するo

EjF]花を妨げ生長を刺轍する. 550で花In三分化を誘う

きまらない

きまらない

45-55

きまらない

55

さまらない

きまらない

55

650で生長を刺放し開花を妨げ
重し長与三でlju花を遅れ豊里る._

生長を刺放し開花を妨げる｡

/1長を刺激LljFl花を妨げるO

開花を妨げる｡

生長を刺激する

生長と開花を遅れさせる

花芽の発達を促進させる

花芽の発達を遅れさせる

花芽の発達を遅れさせる

花井分化を誘う

江)Cはカトレヤ,Dはデントロピュウム,Pは77レノブシス,

Paはバフイオぺジラム (シプリぺジウム),温度はoF

上の表からローター氏は次の点を朽摘しています｡

1) 灼臼はすべてのカトレヤの確類とデンファレ,

77レノブシスの花nJ分化を促進し長日は開花を完全に

妨げるかIml糾させる｡更にあるjlTl_筋では恨度が強く影響

してくるoC ･カスケ))7-ナは 13oCで抑L,刷させられ

C ･ラビ7-タは 18-2loCで完全に停止させられる｡

2) ある位茄では短日による促進効果は温度によっ

て変化する｡C･カスケリアーナ, C･ワルセウィッ

チ,C ･モツシェ-は13oC においてのみ短日は開花を

促進し,18oC においてはいかなる日照時間でも開花は

かなり抑制されるか,あるいは完全に停止させられる｡

3) 花芽分化を起させるための低温はランの凝矧 こ

よって異なる｡ デンファレと77レノブシスは 16-18

oC,C･カスケリア-ナ,C･ワルセウィッチ,C ･モ

〈9〉



ッシェ-,D･ノビル,パフイオぺジラム ･インシグネ

は13oCで花芽の分化が起る｡

4) 低温に反応する耗類では,花芽分化は日酎時制

に影増されない｡シンビジウム,Pa･インシグネ,D･

ノヒル等は日照特間に関係なく13oC のL-i低湿度で花芽

分化が起るO これらの粍類は 18oC の温度では開花せ

ず ,辿続してこのtAFl).度下に置いてあるものでも 13oCの

温度に合せると直ちに花芽分化を開始する｡

5) 一般に高塩は栄薫生長を刺激し,年間一つしか

バルブを作らない種規でも,2個のバルブを作るように

なる｡その結果生長のtE伯な周期に狂いが生じ普通でな

いtI封l"1]に開花するこれはC･ワルセウィッチにはっきり

見られるoC ･ワルセウィッチはしばしば16-18oC の

1.I..1tlミで他の純類といっしょに栽培され ,捌花を見ないの

が多いが ,これは花芽分化が直接に妨げられ ,同醇に栄

蛮生長が促進されて,lL=.'lijIな生長間期が変えられている

からである｡

デントロビュウム ･77レノブシスでは次のように述

べられているo①餌ヒ川ま温度に関係なく花芽の分化を促

進する｡18oC で餌Hの 卜に手直物を置きつづけると､少

くとも年2度新旧両バルブから花芽を生ずるが長日下で

はL胴花は遅れるO② 13oC程度の低温ではLj.EKJ!相制こ影

叩なく短日と同じような結果をもたらす.l1.,!JJ地J東雌のD

･ノビル系では 12oCの低温で花芽分化が促進される｡

汚通なら前省は初秋後者は初冬にF弟】花するものだが ,18

oC の鮎日下にtLSr;くとそれとは興った帖剃こJiH花するO

長∪下ではしばしば刷花の遅れが見られ ,F･シレリア

-ナではTijIに上部から若枝の出現が見られた｡

温度にF淵係なく,L二川(叩 手..rlLjにのみ反応する椛郡の開花

期を朋憶する事は締めて簡鞄である.遅くFj"花させるた

めには普通の花芽分化期の前に長日を与えればよいし,

r7-くJjH花させるためにはこの時期の前に餌LIIを人工｢畑こ

与えればよい(以上ウイズナ-著 ランとその科学より)O

尚カトレヤ類では人コ二的な闘花調憶も行なわれている

-/Jl',ハ占椛の分化が多くレリアやブラツサボラ,ソフロニ

チスとの】川の風.昭駆r･もかみあわせると,人為的な操作

を加えないでも年問を通じて花を見る事ができる.

冬咲きではトリ7ネー系 ,存咲きはモソシェ一系 ,夏咲

きはギガス系 ,秋咲きはラビ7-タ系などがよく知られ

ている｡

(上 里 健 次)
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